
 

 

 

 野外活動中に集めた木の実や木の枝、葉や小石などを使って創造的な作品を楽しく作り、花山で

の活動の思い出を深めます。 

 

Ａ5 自己肯定    Ｃ3 野外技能・生活 

※Ａは心理的・社会的能力 Ｂは徳育的能力 Ｃは身体的能力  詳細は別紙参照 

 

・クラフト室  ・ピロティ  ・研修室  ・工作館 等 

 

・木の実クラフト ９月～１２月 

・森の昆虫づくり ９月～１２月 

・ストーンクラフト ５月～１０月 

 

 ２～３時間 

 

 団体の引率者が指導者となって行う活動 

 

【団体・個人で準備するもの】 

  ・採取物（木の実、木の枝、葉、小石） ・軍手  

  ・木工用ボンド ・瞬間接着剤 ・つまようじ ・綿棒 ・絵の具 ・紙やすり 

  ・ホットボンド用スティック（食堂売店で購入可 ３本５０円） 

  ・ラッカースプレー（食堂売店で購入可 １本３００ml１，０００円） 

  ・ゴミ袋 ・活動に適した服装 

 

  【自然の家で貸し出しできるもの】 

  ・カッター ・工作板 ・万能ばさみ ・小刀 ・ホットボンド（グルーガン） ・のこぎり  

  ・ハンマー ・パレット ・筆 ・絵の具バケツ 

 

 

 

 

１ 活動のねらい 

２ 育てたい能力 

３ 活動場所 

４ 活動時期（採取するのに適した時期） 

５ 所要時間 

６ 指導形態 

７ 準備物 

木工クラフト（木の実クラフト・森の昆虫づくり）・ストーンクラフト  

国立花山青少年自然の家 



①人数確認、服装の点検、健康状態のチェ

ックをします。 

 

 

 

 

③自然の家周辺や沢で材料を探します。 

 

 

 

 

 

⑤用具を準備し、作品を作ります。 

  ・切る（木の実クラフト・森の昆虫づくり） 

  ・割る（ストーンクラフト） 

  ・くっつける 

  ・描く 

  ・ラッカースプレーで仕上げる 

（森の昆虫づくり） 

⑦後片付けをします。 

  ※必ず引率者が立ち会ってください。 

 

②活動のねらいや手順、注意点を説明しま

す。 

 

  

 

 

④ひろってきたものを乾燥させます。 

 

 

 

 

 

⑥作品を鑑賞します。 

 

 

 

 

 

 

⑧活動場所の掃除をします。事務室へ活動

終了の報告をします。（破損等があればご連

絡ください。） 

 

・自然環境を考えた採取を行ってください。 

・活動に使用した道具は、責任をもって返却してください。 

・刃物等の扱いには十分注意してください。 

・ペイントは筆を使わずに綿棒を使う方がユニークな作品ができます。（木の実クラフト） 

 

<作品例>  木の実クラフト      森の昆虫づくり      ストーンクラフト 

 

８ 活動の手順 

９ 留意点 

１０ 参考 

 


